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「KOMABA DAY」は月に一度実施している日で、世界で起こっている

様々な問題に子どもたちが触れる機会を作っています。また、同日は募

金箱も設置します。集まった募金は災害などの緊急支援や KOMABA

の開校以来、その活動を応援し続けているトータルペインター・ミヤザキ

ケンスケさんのプロジェクト OVET THE WALL に役立てられます。なお

楽しみながらの活動を目指しているため、「KOMABA DAY」では講師

は私服で授業をし、生徒は授業中の飲食を可としています。 

日本での緊急事態宣言の再発令 

果たして 2021 年、世界はどう動くのか 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

新型コロナウイルスのパンデミック（世界的流行）が世界

の風景を一変させてしまった 2020 年。来る 21 年、世界はど

こへ向かうのか。 

 

1 つの方向性は間違いなく「復興」だ。人類はまず、新型

コロナの制御・克服に対処する必要がある。21 年には大きな

援軍が来る。ワクチンだ。 

 

激しい開発競争が繰り広げられる中、米ファイザーと独ビ

オンテックが共同開発した、遺伝物質「メッセンジャーRNA」

の活用による新型ワクチンの実用化が先行した。20 年 12 月

に英米で緊急使用許可が承認、ワクチン接種が始まった。21

年前半には、他社製ワクチンを含め、日本など世界に行き渡

り始める見通しだ。 

 

途上国でのワクチン確保など課題はあるものの、重症化の

予防効果も確認されているだけに、新型コロナの制御に向け

たインパクトは大きい。新規感染者が増えにくくなったり、

重症化リスクの低下で人々の恐怖感が薄れたりすれば、21 年

後半には世界のムードは変わっている可能性がある。 

「復興」と「後始末」の年に 

2021 年になりました。「今年はいい年に！」と誰もが願った年越しであったと思いますが、昨日 1月 7日より 1都 3県での緊急

事態宣言が再発令。職業柄特に思いを馳せるのは、あまりにも苦難な状況下で受験を迎えている子どもたちのことです。東京を中

心とした首都圏で(もちろん他の地域でも)、無事受験が開催されるのか、そもそも受験生自身が感染してしまったら・・・本来で

あれば残り限られた時間を学習に全力を注ぎたい受験生にかける言葉が見つかりません。受験が「全て」であるとは決して思って

いませんが、これから一人一人が進む道としてやはり大切な役割を担っています。私たちは引き続き、受験に限らず、子どもたち

の学びを止めないよう気持ちを新たにし、この苦境を前向きに乗り越えていく子どもたちの成長をサポートしていきます。（石川） 

米製薬大手ファイザーは 11 月 18 日、開発中の
新型コロナウイルスのワクチンについて、最終分
析での予防効果が 95%に達したと発表した。 

全国で過去最多の 7571 人感染 20 都府県で最多更新 


